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今月の表紙
「いいたて希望の里学園」の１〜
６年生が、５月に田植えをした二
枚橋地区の水田で、稲刈り作業を
行いました。大勢の村民ボラン
ティアに作業のコツを教わりなが
ら力を合わせて収穫した新米は、
11月の給食に登場する予定です。
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農業委員会から「農地転用」
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10
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
、『
飯

舘
村
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー（
旧
飯
樋

小
学
校
）』で
、『
い
い
た
て
む
ら 

み

ん
な
の
作
品
展
』を
開
催
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
が
見

送
ら
れ
た『
い
い
た
て
村
文
化
祭
』

に
代
わ
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
た
作
品

展
で
す
。村
民
有
志
の
グ
ル
ー
プ・

個
人
、『
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
』、

『
ま
で
い
の
里
の
子
ど
も
園
』な
ど

が
出
品
し
た
作
品
は
約
５
５
０
点

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
作
５
５
０
点
が
勢
ぞ
ろ
い

 

『
い
い
た
て
む
ら 

み
ん
な
の
作
品
展
』飯
舘
村
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
で

　
ま
た
、オ
オ
カ
ミ
信
仰
に
関
す
る

資
料
を
集
め
た
特
別
展
示『
疫
病

退
散
！
村
を
護
る
オ
オ
カ
ミ
た
ち
』

を
同
時
開
催
。村
内
の
蔵
で
発
見

さ
れ
た
お
札
の
版
木
な
ど
貴
重
な

資
料
が
並
び
ま
し
た
。23
日
に
は
、

『
村
田
町
歴
史
み
ら
い
館
』館
長
・

石
黒
伸
一
朗
さ
ん
、『
み
ち
の
く
民

俗
文
化
研
究
所
』代
表
・
岩
崎
真

幸
さ
ん
が
特
別
解
説
を
行
い
、約

30
人
が
興
味
尽
き
な
い
様
子
で

解
説
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

石黒伸一朗さん（右上の円内）
岩崎真幸さん（左の円内）の特
別解説に来場者は興味津々。

今月
の話
題

vol.
19 作者の想いあふれる魅力的な作品の数々

『いいたて希望の里学園』『までいの里のこど
も園』の創意あふれる楽しい作品も一堂に。

 特別展示
『疫病退散！村を護るオオカミたち』

施設を広々と使い順路を設けました。来場し
た皆さんが、展示スペースごとにじっくりと
作品を楽しんでいました。

震災前の飯樋町を再現した坂井欽一さん
（右／飯樋町）のジオラマが地元の注目を
集めていました。「仕事柄（畳店）各家の
造りが分かっていました。街の姿を将来
に残そうと昨冬に製作したものです」

震災復興記録の展示室も公開

　旧飯樋小学校を改修し、７月に完成した「飯舘村地域防
災センター」は、常設で震災復興記録の展示も行っていま
す。震災後のできごとを振り返る映像の上映、パネル写真、
現物資料などの展示があります。
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い
い
た
て
グ
ル
メ
ツ
ア
ー

特
集

第1位　野菜味噌ラーメン　13票
第2位　長崎ちゃんぽん　　10票
第3位　きのことろみそば　  ９票
第4位　ソースカツ丼　　     ８票
第4位　極旨まぜそば　　     ８票

食
欲
の
秋
で
す
ね
！
新
し
い
味
と
の
出
会
い
、懐
か
し
い
味
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。飯
舘
村
の「
お
い
し
い
」情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。訪
ね
て
み
る
と
、「
お
い
し
さ
」に
は

そ
れ
ぞ
れ
、つ
く
り
手
の
皆
さ
ん
の
想
い
や
物
語
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

いいたて村の道の駅までい館
←LINE公式アカウント
最新情報が受け取れます！

いいたて村の道の駅までい館
飯舘村深谷字深谷前12-1　☎0244-42-1080
営業時間　午前９時30分〜午後５時（３月〜10月は午後６時まで）
定  休  日　毎週水曜日・12/31〜1/2
レストラン…ランチ午前11時〜午後３時
　　　…カフェ午前9時30分〜午後５時
セブンイレブン…午前６時〜午後８時
公衆トイレは24時間・年中無休

いいたて村の道の駅までい館

きのことろみそ
ば

『前田明神そば』は故・長谷川
健一さん（前田）が震災後の村
で生産組合を立ち上げ、一歩一
歩取り組みを広げて
きた蕎麦です。

新蕎麦の刈り取り。生産組合
の佐藤忠義さん（前田）

野菜味噌ラーメ
ン

蕎麦粉は直売所
で！

ふかしたてのお
こわも人気

椏久里珈琲

たっぷり２杯分

クッキー付

なつはぜ、いち
ごなど

ご当地フレーバ
ーで

バニラ香るソフ
ト

新米も出たよ！

村民がつくる農
産品や

こだわりの加工
食品が

並んでいます

キヨカワ（川俣
町）の

油パンもありま
す

道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、平
日
は
村
内
で
働
く
人
の
昼
食
や
、サ
ー
ク
ル
な
ど
の
会
食
で
。休
日
は
家
族
連
れ
や
、村
外

の
皆
さ
ん
の
利
用
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。「
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」や「
伊
勢
う
ど
ん
」は
縁
あ
る
ご
当
地
の
味
を
そ
の
ま
ま

に
。蕎
麦
は
村
産
の
蕎
麦
粉
で
村
民
が
手
打
ち
し
て
い
ま
す
。野
菜
も
り
も
り
の「
野
菜
味
噌
ラ
ー
メ
ン
」や
、追
い
飯
付

き
の「
極
旨
ま
ぜ
そ
ば
」な
ど
、「
来
て
く
れ
た
方
を
喜
ば
せ
た
い
」一
心
で
、工
夫
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
つ
こ
つ
増
や
し
て

き
ま
し
た
。人
気
投
票
で
は
麺
類
が
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
が
、村
産
の
お
米
を
使
っ
た
ご
飯
物
も
お
い
し
い
で
す
よ
！

１００人に聞きました！
レストランメニュー人気投票

い
い
た
て
の
新
し
い
魅
力
が

               

ぎ
ゅ
っ
と
集
ま
っ
て
い
ま
す

広報調べ

各店舗で感染症対策
が行われています。利
用する側も会食のマ
ナーを大切に。

ソースカツ丼

★ 至
南
相
馬
市

至
川
俣

至村役場

長崎ちゃんぽん

極旨まぜそば

せいろそば
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村カフェ７５３

村カフェ７５３（なごみ）
飯舘村深谷字市沢193-1　☎／FAX 0244-26-7536
営業時間　午前10時〜午後４時（午後はデリバリー）
定  休  日　土・日曜日、祝日、年末年始
デリバリーは前日午後２時までにFAXで注文
注文用紙はホームページから
https://www.muracafe753.com
遠方の場合は要相談

いいたていちごランド
佐藤博さん・洋子さん
（二枚橋・須萱）

長谷川農園
高橋直輝さん
（深谷）

村の農産品との初コラボは
「いいたていちごランド」
のイチゴ「雷峰」。淡いピ
ンクの生地から、練り込ま
れたイチゴが香ります。

無農薬でまでいに育てたエゴマで
す。このエゴマを使った商品開発に
も協力してもらい「ティ・ケーキ」
が生まれました。道の駅でよく売れ
ているようで、生産する皆のやりが
いにもつながっています。

いいたて結い農園
長正増夫さん
（大久保・外内）

「いいたて結い農園」で栽培する
エゴマ（ジュウネン）のベーグ
ル。エゴマを練り込んだ生地の中
に何とジュウネン味噌が入ってい
ます。トッピングもエゴマの実と
いうこだわりです。

村
カ
フ
ェ
７
５
３

田
中
久
美
子
さ
ん
（
深
谷
）

ベーグルって？
バター・牛乳・卵を使わ
ないヘルシーなパン。茹
でること（＝ケトリン
グ）で特徴的なもちもち
食感が生まれます。

村に移住した高橋さんは長谷川
芳博さん（伊丹沢）の農園で農
業研修中。ミニトマトは村内の
ハウスで養液土耕で栽培。科学
を意識して野菜を健康に育むノ
ウハウを学んでいるそう。

生産者から朝採りの食材が
届きます。また田中さん自
身も生産の様子を見に出かけ
ます。菅野クニさん（宮内）
のナツハゼや、市澤秀耕さん
（深谷）のブルーベリーは収
穫にも行きました。

　
人
気
の
ベ
ー
グ
ル
店
、

「
村
カ
フェ７
５
３
」。店
頭
に

は
チ
ー
ズ
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、チ
ョコ

と
いっ
た
ベ
ー
グ
ル
と一緒
に
、さ
ま
ざ

ま
な
村
の
農
産
品
と
コ
ラ
ボ
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ベ
ー
グ
ル
が
並
び
ま
す
。

旬
に
合
わ
せ
て
登
場
す
る
、季
節
感

あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。

 

次
々
に
ご
当
地
ベ
ー
グ
ル
が
生
ま
れ

て
く
る
、そ
の
訳
は
…
。

村
の
食
材
は
本
当
に
お
い
し
い
！

  

ベ
ー
グ
ル
に
し
て
お
伝
え
し
ま
す

いいたてなつはぜ

いいたていちごミルク

な ご み

いろいろなアイデアを持って来てくれて。発想がいいですよね。

こうして商品にしてもらえることは本当にうれしいしありがたい。

パンを見て、俺の育てたト

マトだ…と実感。自信をつ

けてやっていきたいです。

いいたてじゅうねん

いいたてトマトの

             ピ
ザコッペ

村でつくられている産品が安全で本当
においしいことを知ってほしいと思っ
ています。皆さんがどれほど丁寧に育
てているか。私は安全な食材と確信し
て使わせていただいていますが、それ
でもきちんと検査をして持って来てく
ださる。まさに「までい」な食材で
す。「村でつくられたんですね」と喜
んで手にとってくださるお客様が内外
にたくさんいらっしゃることを、生産
者の皆さんにもお伝えしたいです。

ご当地ベーグルは

すべて季節商品です

雪っ娘かぼちゃ
いいたてブルーベリー

おかずパンもあります

いいたていちごのピザコッペ

いいたていちご＆

      クリームチーズ

★

村民の森
あいの沢

至
南
相
馬
市

至
川
俣

エゴマのティ・ケーキ

令和３年11月号 6令和３年11月号7



手打ちうどんの店 ゑびす庵

氣まぐれ茶屋ちえこ

こ
の
味
こ
の
笑
顔
に
ま
た
会
い
た
く
な
る

心
と
体
を
癒
や
す 

ふ
る
さ
と
の
味

手打ちうどんの店  ゑびす庵
飯舘村飯樋町374-1　☎0244-43-2018
営業時間　午前11時〜午後３時 ※ラストオーダー２時30分   
                   （夜は予約のみ）
定  休  日　毎週火曜日、年末年始

氣まぐれ茶屋 ちえこ　　※12月20日から３月は冬季休業
飯舘村佐須字佐須200　☎ 0244-42-1303
営業時間　木・金・土・日曜日の午前11時30分〜午後３時
完全予約制（※５日前までに予約）
デリバリーも要予約（１人前1,100円〜）

10月のある日のランチメニュー。前菜に梅
の氷砂糖漬、ミョウガの酢漬け、フキ菓子｡
食事はキノコ入りのおこわ、凍み大根と根菜
の煮物、キノコのずんだ和え、青菜のシラス
和え、鶏と玉ねぎの煮物、サラダ、浅漬け、
吸い物。デザートにイチジクの甘露煮、フ
ルーツ、そして凍み餅。お茶やコーヒーは自
由にいただくことができます。

　
手
打
ち
う
ど
ん
も
定
食
も
、

心
に
染
み
る
よ
う
な
や
さ
し
い

味
わ
い
。た
く
さ
ん
の
具
材
、丁

寧
な
調
理
に
、食
べ
る
人
への
思
い

や
り
を
感
じ
ま
す
。

　
全
村
避
難
の
直
前
は
、地
区
の

お
別
れ
会
な
ど
が
連
日
開
か
れ

て
い
た
そ
う
。村
の
人
の
避
難
を

見
届
け
、避
難
後
に
福
島
市
で

再
開
。さ
ら
に
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
る
と
い
ち
早
く
村
内
で

再
開
す
る
な
ど
、ま
さ
に
村
の
人

の
拠
り
所
と
な
って
き
ま
し
た
。

　
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
と
こ
の
笑

顔
に
、元
気
も
い
た
だ
け
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
と
し
て
平
成
16
年
に
オ
ー

プ
ン
。店
の
看
板
で
も
あ
る

ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
を
続
け
な

が
ら
避
難
の
苦
境
を
乗
り
越

え
、「
村
の
人
が
笑
って
集
ま
れ

る
場
所
に
し
た
い
」と
令
和
元

年
に
店
を
再
開
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
は
完
全
予

約
制
。今
年
か
ら
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
も
始
め
ま
し
た
。飯

舘
村
の
食
文
化
に
親
し
め
る

貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 髙橋義治さん・ちよ子さん

（飯樋町）

佐々木千榮子さん
（佐須）

ゆったりくつろげる店内。テーブ
ル席もあります。10畳と20畳の
個室は食事と合わせて会議やサー
クル活動にも利用できます。

お店のメニューをデリバリーで。
写真は1,100円の一例。

ふふふ、家
でつ

くるような
料理

ばかりでし
ょ

その一つひとつ
が感動的におい
しいのです！

人気の囲炉裏席。
寒くなると火がおこ
され一層趣深い。

義治さんの技を受け
継ぎうどんを打つの
は息子の均さん。

『いいたてパークゴルフ場』を利用した
帰りという三春町からのお客様。「懐か
しさがある。おいしかった」「こういう
店が近くにあってうらやましいね」

村の人はも
ちろん、

遠方からの
お客様も

多くなりま
した。

店内で無料Wi-Fiが使えま
す。コロナ禍を受け昨秋から
券売機も導入しました。

ボリューム満点
の豚丼

ミニうどんも付
いてます

ゑびす庵うどん

大きな海老天2
尾をふわふわ卵

とじ

どぶろくも買えます。

★
佐須峠

至
R
1
1
5

至山津見神社
★

至村役場至臼石

至長泥
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お知らせのページ

口座振替推進キャンペーン実施中ふるさと納税返礼品  大募集

マイナンバーカード臨時窓口飯舘村地域防災センター 利用開始

　現在、「いいたて村の道の
駅までい館」の商品券２，０００
円分（隣接するセブンイレブン
でも使えます）をプレゼントす
る「口座振替推進キャンペー
ン」を実施中。

　右の条件に当てはまる方
は、ぜひお申し込みを。申し
込み期間は12月28日まで。プ
レゼントの発送は第１弾が11
月、第２弾が１月の予定。

　平日の日中に来庁すること
が難しい方を対象に、「マイナ
ンバーカード」の手続きができ
る臨時窓口を開設します。
　開設の日時など、詳しくは右
記でご確認ください。

　臨時窓口のご利用は、事前
予約制としています。住民課
住民係に電話でお申し込みく
ださい。なお、窓口でも予約を
受け付けています。

　11月８日から「飯舘村地
域防災センター」の一般利
用が始まります。防災関係
の他、行政区の活動や村内
外との交流事業、集会や作
品展示、運動教室、生涯学
習活動などに広くご利用い
ただけます。

新規の方も、すでに口座振替に登録済みの方も、 追加ですべての税
（料金）を口座振替とした方も、キャンペーンの対象です。

※ただし以下の場合を除きます
法人名義の税（料金）／村税等の滞納がある場合／口座振替の対
象が固定資産税の共有名義のみの場合／対象村税等の令和３年
度分の課税のない方（減免の方は対象です）／死亡等により登録
口座が無効になっている場合

下記のすべての税（料金）を口座振替にした方が対象です
■村県民税（普通徴収）　■固定資産税　■軽自動車税　■国民
健康保険税　■介護保険料　■後期高齢者医療保険料　■住宅
使用料　■上下水道使用料

口座振替の申し込みは、通帳及び通帳届出印を持って取扱金融機
関窓口で申し込みます。ただし村外の金融機関・支店の場合は用
紙を郵送しますので、住民課税務係までご連絡ください。
〈取扱金融機関〉ふくしま未来農業協同組合、あぶくま信用金庫、

　　　　　　　 ゆうちょ銀行、東邦銀行、大東銀行、福島銀行

道の駅までい館の商品券をプレゼント！

問  住民課税務係☎0244-42-1615

飯舘村役場１階 住民課窓口

「ふるさと納税」と返礼品について
■「ふるさと納税」とは…生まれた故郷や応援したい自治体に寄附
ができる制度です。寄附金のうち2,000円を超える部分については
手続きをすると所得税の還付や住民税の控除が受けられます。
■「返礼品」とは…「ふるさと納税」の寄附に対するお礼として納税
者に贈る品。地域の産品が中心ですが、体験型のサービスや施設
利用券などを贈る自治体もあります。納税者が、専用のウェブサイト
やパンフレットから、寄附額に応じた返礼品を自由に選べます。

利用開始日　11月８日（月）

ご利用方法や使用料（減免を含む）などについては、
申請書提出時に詳しく説明します。

問  生涯学習課（ 交流センター「ふれ愛館」）
      ☎0244-42-0072

■申し込み方法

　① 電話または直接「ふれ愛館」で仮予約をします。

　② 利用の３日前までに「ふれ愛館」に申請書を提出。使用料を

　　 支払い、許可書の交付を受けます。

■利用時間　午前９時〜午後９時

飯舘村地域防災センター

■休  館  日　年末年始（12月28日〜１月４日）

取り扱いできる業務
■マイナンバーカード（個人番号カード）の申請、受け取り、更新

　※受け取り期間を過ぎたカードでも受け取りが可能です。

■マイナポイントの申し込み

　※マイナポイントの申し込みは、令和３年４月末までにカードの

　申請を行った方で、まだ手続きをしていない方が対象です。

マイナンバーカードの申請、受け取り、更新には、本
人確認書類など必要なものがあります。ご不明な点
は予約の際に電話または窓口でおたずねください。

問  住民課住民係☎0244-42-1618

開設日時
■11月10日（水）午後５時30分〜午後７時
■11月20日（土）午前９時〜午後４時

飯舘村の心を伝える返礼品を募集します

「ふるさと納税」返礼品に採用されると、村が提携し
ている「ふるさと納税」サイトに掲載されます。手続き
には２か月ほどかかる場合もあります。詳しくは村づ
くり推進課定住交流係までお問い合わせください。

応募を検討される方は係までご相談ください
条件の詳細、登録の手順などを説明します

問  村づくり推進課定住交流係☎0244-42-1622

事前予約をしてください

マイナちゃん

一般利用の予約受け付けが始まりました

令和３年11月号 10令和３年11月号11



総　務　課村づくり推進課住　民　課健 康 福 祉 課

●飯舘村地域防災センターが完成
　旧飯樋小学校を改修。７月に完成しました。
備蓄庫・太陽光発電設備などを備え、大規模災
害時には避難所となる他、震災復興記録を展
示するコーナーも設けています。普段は地域コ
ミュニティ等の活動に活用していただきます。
●飯舘村防災ハザードマップの配布
　村内の土砂災害危険箇所等を記した『飯舘村
防災ハザードマップ』を作成し全戸へ配付しま
した。
●飯舘村議会議員一般選挙
　９月26日投開票で執行しました。13人の候
補者の中から新人４人を含む10人が当選しまし
た。任期は令和３年９月から令和７年９月まで
の４年間です。
●新型コロナ対策
　庁舎内の新型コロナ感染症対策を継続的に行っ
ています。会議室を利用する際に持ち出しできる
消毒セットや非接触型の体温測定機器など、対策
グッズ・機器の拡充を適切に進めています。
●令和３年福島県沖地震の被災対応
　一部損壊住宅修理支援事業の申請を12月28
日まで受け付けています。庁舎の修繕も行いま
した。

●地域みがきあげ計画
　各行政区が取り組む「地域みがきあげ計画」
事業をスタート。同時に「みがきあげよう！ふ
るさと補助金」制度を立ち上げました。
●新コミュニティー担当者制度
　103人の役場職員がコミュニティ担当職員と
なり、各行政区で住民と共に活動しています。
●移住・定住の促進
　移住を検討している方に情報を提供。補助事
業なども案内し、スムーズな移住・定住につな
げています。空き家バンクの登録受け付けや入
居希望者への紹介も行っています。
●多目的交流広場管理運営
　深谷復興拠点エリアにドッグラン『わんこ
の庭のびのび』がオープン｡『ふかや風の子広
場』と合わせて管理運営を行っています｡
●いいたてプレミアム付商品券の発行
　飯舘村商工会に販売を委託。10月12日現在1万
5,000冊発行のうち１万2,375冊を販売。完売を
もって販売は終了します。利用は来年１月末まで。
●情報通信技術（ICT）の活用
　『イイタネちゃんお知らせアプリ』の充実、
オンライン会議やテレワーク用機材の整備など
に取り組んでいます。

令和３年度 前期の事業報告
令和３年度の主な事業について
前期（４月から９月末）の進捗
状況を各課から報告します。

●生活支援ワゴン運行事業
　飯舘村社会福祉協議会へ委託し、クリニック
や買い物への送迎を行っています。９月末現在
で、延べ859人が利用しています。
●口座振替推進キャンペーン
　12月28日まで、全ての税等について口座振
替をした人へ『いいたて村の道の駅までい館』で
利用できる商品券2,000円分を贈呈するキャン
ペーンを実施中です。
●マイナンバーカード
　マイナンバーカード（個人番号カード）を交
付しています。９月末時点で1,305人にマイナ
ンバーカードを交付しており、村民の約26％が
マイナンバーカードを所持しています。
●粗大ごみの受け入れ
　今年度より、粗大ごみは有料での受け入れを
再開しました。春・秋の年２回の実施で、延べ
113台分の受け入れを行いました。
●狂犬病予防注射事業
　狂犬病予防注射は、必ず毎年１回接種するこ
とが法律で定められています。９月末時点で、
147頭が狂犬病予防注射を接種済みで、うち79
頭については村の集合注射による接種です。

●新型コロナウイルス感染症対策
　４月から10月まで新型コロナウイルス感染症
対策本部会議をのべ20回開催。村民の感染防止
対策等について協議し、通知やホームページで周
知すると共に行政区長を通じて集会等の自粛や村
内行事の中止・延期をお知らせしています。
●新型コロナワクチン接種
　ワクチン接種に関し、福島市と協定を締結
し、村内居住の村民をバスで送迎して接種を
行いました。また、避難先自治体からの情報
を個別に案内し、予約につなげてきました。
10月21日現在の接種率は村民全体で１回目が
83.3％、２回目が75.8％になっています。
●総合健診事業
　集団健診の受診者数は943人で、昨年より
34人増となっていますが、コロナ禍の中で
村民全体の受診者が少ない傾向ですので、
11月29日に追加で健診を予定しています。
●敬老会
　令和３年度の敬老会は、新型コロナウイルス
感染拡大のため、中止させていただきました。
招待予定であった75歳以上の皆さま全員に、
敬老会の冊子と干菓子等をお送りいたしました
が、来年は一堂に会し笑顔あふれる敬老会とし
たいと考えております。

いいたて村のドッグラン「わんこの庭のびのび」

生活支援ワゴン運行事業敬老の記念品

飯舘村地域防災センター
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建　設　課教　育　課生 涯 学 習 課 産 業 振 興 課

●生きがい農業ステップアップ事業
　10月20日時点で、４人の方が事業申請済み
です。
●農業次世代人材投資事業
　10月20日時点で、１人の方が利用していま
す。
●暴風雪被害対策
　10月20日時点で、１人の方が事業申請済み
です。
●農地中間管理事業
　草野行政区：27.1ha
  　 （令和３年７月21日公告）
　伊丹沢行政区：46.8ha
  　 （令和３年９月22日公告）
　大久保・外内行政区：55.5ha
 　  （令和３年９月22日公告）
　飯樋町行政区：23.9ha
  　 （令和３年11月公告予定）
　前田・八和木行政区：調整中
   　（令和３年12月公告予定）
●鳥獣被害対策事業
　捕獲頭数（令和３年９月30日現在）
　　イノシシ 133頭　　
   　サル       16頭

令和３年度の前半が終了しました。村政方針の５項目「生きがいと生業の力強い再生と発展」「健康で
生き生きと楽しく暮らせるふるさとづくり」「情報通信技術（ICT)による新しい村づくり」「ふるさ
と資源のフル活用」「生き生きとした学びの場を育む」を実現するために計画された主な事業の現状を
担当課ごとに報告しました。今後も進捗状況や課題を共有しながら取り組みを進めてまいります。

●村道舗装機能回復工事（〜令和３年12月）
23路線（百目木比曽線、飯樋久保曽線、芦原関沢
線、芦原八木沢線、冬住１号線、大火比曽線、名ノ入
線、須萱水境線、渡戸前田線、前田原向線、山辺沢萱
刈庭線、飯前１号線、一ノ関猿喰線、飯樋町裏線、ト
ビ巣線、小宮風兼線、大沢線、草野関沢線、やまゆり
１号線、蟹沢線、蟻平線、上ノ倉羽白線、木戸木線）
●農道舗装機能回復工事（〜令和４年３月）
八木沢木戸木線
（施工延長：1,340ｍ、舗装工10,624㎡）
野手神線（施工延長：260ｍ、舗装工1,454㎡）
●農業集落排水管路工事（〜令和４年３月）
東日本大震災によって被害を受けた管路及び　
水道配水管の布設替え
草野行政区内６カ所
（総延長：管路293.60ｍ、水道配水管292.70ｍ）
●ため池放射性汚染物質対策工事 (〜令和４年３月）

ため池からの放射線拡散防止対策
（測量設計９カ所、対策工事13か所）
●農業基盤整備促進事業（継続）
営農再開に向けた暗渠排水及び用排水路の整備
（18行政区）
●小滝大倉線道路災害復旧工事（継続）
令和元年の台風19号によって被害を受けた道　
路や橋梁などの復旧
大倉字湯舟地内(復旧延長99.7ｍ、橋梁工41.4ｍ他）

●算数科・数学科教育の充実
　算数科では３年生から専科教諭が学年の系統
性を踏まえた指導を行っています。９学年の数
学科では全授業において習熟度別学習を行うこ
とで、個に応じた指導を徹底し、学力の向上を
図っています。
●英語教育の充実
　外国語活動・外国語科・英語科は、英語教室
で授業を行います。英語教室は、英語や外国へ
の関心を高める環境が整備されています。全て
の授業で、ALTが担任と共に指導を行っていま
す。また、後期課程では、英語力の確認と向上
のために、年間３回の英語検定を受検していま
す。
●いいたて学
　全学年が系統的・体系的に「ふるさといいた
て」について学んでいます。村の方々に講師と
して参加していただき、ふるさとの人・物・自
然・文化・歴史などを深く学んでいます。
●ICT教育の充実
　１人１台のタブレット端末を整備。プログラ
ミング教育やプレゼンテーションなどICT機器
を効果的に活用した授業を行っています。今年
度からはICT支援員が常駐しています。

●いいたてパークゴルフ場
　『いいたてパークゴルフ場』が本格オープン
し、村内外の団体・グループなどに多数ご利用
いただいています。
●交流センター・スポーツ公園の管理運営
　村内外の団体・グループなどに多数ご利用い
ただいています。感染症対策を進め、感染拡大
期には利用制限なども行いながら、管理運営し
ています。
●生涯学習事業・自主文化事業・スポーツ教室
　さまざまな体験教室やコンサート、スポーツ教
室などを企画し、感染症対策を行いながら開催し
ています。また、感染状況に合わせて、中止や延
期も判断し、慎重に事業を進めています。
●文化・スポーツ活動の支援
　村民サークルの活動などを支援しています。
●軟式野球・ソフトボール・駅伝大会参加
　村の軟式野球チーム・ソフトボールチーム・
駅伝チームの練習・合宿・大会参加は、多くの
村民、学校などの協力を得て実施しています。
●いきいきわくわく学びの旅事業
　子ども達と村民ボランティアによる「学び
の旅」を企画。新型コロナウイルス感染拡大
の影響で、今年度の実施は見送られました。

ホールクロップサイレージのほ場（須萱地区）

村道 大火比曽線いいたてパークゴルフ場

イングリッシュルーム
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里の秋

黄金色の穂波の上に広がる秋晴れの空（飯樋地区）

役場庁舎の裏手のイチョウも色づいてきました

一般社団法人「いいたて結い農園」がエゴマ
（ジュウネン）の収穫を行っていました。無農
薬で除草剤も使わず丹精込めて栽培したエ
ゴマです。同農園のモットーは「一人ではでき
ない農業もみんなで集まればできる」。地域
の皆さんが生き生きと働き、価値ある農作物
や六次化製品を生み出しています。

秋晴れのスポーツ公園で園児がのびのびとお散歩
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菅野 新一  79歳 
（佐須）

農業／３期目 

 かんの   しんいち

花井  茂  59歳 
（臼石）

自営業／１期目 

 はない   しげる

１）基本政策  ２）飯舘村の好きな所 をお聞きしました
※得票順・敬称略

全体投票率
66.02％ （前回63.23％）
当日有権者数 　4,465人
投票者数 　         2,948人

飯舘村議会議員一般選挙　
令和３年９月26日執行
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市
町
村
と
の
連
携
。

２
）飯
舘
村
の
農
風
景
。飯
舘
村
の
夕
焼

け
。セ
ン
タ
ー
地
区
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
。

１
）現
状
に
合
っ
た
新
し
い
村
づ
く
り
と

次
の
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
。気
候
変
動

に
よ
る
自
然
災
害
対
策
に
取
り
組
み
、ま

た
健
康
寿
命
を
延
ば
す
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

２
）春
夏
秋
冬
季
節
感
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
楽
し
め
る
と
こ
ろ
。「
日
日
是
好
日
」

で
す
。

１
）村
民
の
誇
り
と
生
業
の
再
生
に
む
け

て
提
案
で
き
る
議
会
づ
く
り

①
農
林
商
工
業
の
振
興
発
展
　
②
東
北
中

央
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
　
③
安
心
の
医
療
体
制
の
充
実
　
④
鳥

獣
被
害
対
策
の
強
化

２
）空
が
広
く
、夕
焼
け
や
星
空
が
綺
麗

で
、季
節
の
色
が
鮮
や
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

１
）子
ど
も
達
の
教
育
に
つ
い
て
我
が
身

を
つ
ね
っ
て
人
の
痛
み
の
分
か
る
、優
し

く
素
直
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。杉
岡
村
政
を
応
援
し
、村
の
復
興
再
生

に
力
を
尽
く
し
、帰
村
を
し
た
お
年
寄
り

が
元
気
に
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
村
づ

く
り
を
目
指
し
、努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

２
）澄
ん
だ
秋
空
に
映
え
る
紅
葉
の
山
並

が
大
好
き
で
す
。

１
）村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
全
般
に

支
援
の
充
実
を
図
り
、安
心・安
全
で
農
業

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、ま
た
、社
会
・
福

祉
の
充
実
を
図
り
、す
べ
て
の
人
が「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

２
）広
大
な
山
河
と
、四
季
折
々
の
自
然
。

１
）・少
子
高
齢
化
対
策
を
全
力
で

　  

・子
育
て
、教
育
環
境
の
充
実

　  

・基
盤
整
備
を
推
進
し
、所
得
を
上
げ

        

る
施
策
の
推
進

　  

・い
い
た
て
牛
の
復
活
、加
工

　  

・村
民
の
不
安
な
声
を
村
政
へ

２
）①
飯
舘
村
民
の
人
柄

　  

②
大
倉（
真
野
ダ
ム・は
や
ま
湖
）

１
）震
災
・
全
村
避
難
で
失
っ
た
飯
舘
村
に

活
気
と
活
力
を
取
り
戻
し
た
い
。

①
さ
ら
な
る
産
業（
商・工・農
）の
振
興
を

②
い
い
た
て
な
ら
で
は
の
教
育
を

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

２
）四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。里
山
の
中
に
集
落
が
点
在
し
、豊
か
な
緑

に
囲
ま
れ
て
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
）・森
林
の
放
射
性
物
質
の
除
去
と
再
生

　  

・原
発
事
故
以
前
の
村
に
戻
る
ま
で
、 

        

東
電・国
の
責
任
追
求

　   

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
の
確
立

２
）豊
か
な
自
然
と
共
有・共
生
で
き
る
と

こ
ろ
。

１
）『
村
民
が
主
人
公
』で
、公
正
・
公
平
な

村
づ
く
り
と
、農
業・地
場
産
業
の
再
生
し

な
が
ら
の
自
然
環
境
復
活
を
求
め
、生
活

で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、福
祉
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

２
）場
所
と
し
て
は「
き
こ
り
」「
あ
い
の
沢
」

「
森
林
」。人
情
と
し
て
は「
正
直
」「
和
気

あ
い
あ
い
」。

１
）・
村
内
企
業
へ
の
設
備
投
資
等
に
よ
る

　
　
支
援（
雇
用
の
安
定
）。　

　   

・企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
。　

       

・医
療
費
免
除
、後
期
高
齢
者
医
療
の   

         

保
険
料
軽
減
。　

       

・冬
期
間
の
暖
房
費
の
補
助
。

２
）夜
空
が
き
れ
い
。

　  

村
民
同
士
の
絆
が
深
い
。

横山 秀人  51歳
（前田・八和木）

行政書士／１期目 

よこやま  ひでと

髙橋 孝雄  78歳 
（前田・八和木）

農業／２期目 

たかはし  たかお

佐藤 健太  39歳 
（前田）

会社役員／２期目 

 さとう      けんた

佐藤 一郎  60歳 
（大倉）

農業／２期目 

  さとう   いちろう

佐藤 眞弘  65歳 
（二枚橋・須萱）

無職／１期目 

  さとう   まさひろ

渡邊   計  63歳 
（小宮）

農業／３期目 

わたなべ はかる

佐藤 八郎  70歳 
（深谷）

農業／８期目 

  さとう   はちろう

飯畑 秀夫  52歳 
（小宮）

農業／１期目 

いいはた  ひでお

臨時議会で選出されあいさつする佐藤一郎新議長

議会議員の皆さんを紹介します
　飯舘村議会議員選挙は９月26日に投開票が行われ、
選出された10人の新議員には、９月27日に村役場で当選
証書が付与されました。（投票結果については、広報いい
たて１０月号P17に掲載しています）
　10月５日には新体制で臨時議会が開かれ、議員相互
の投票により、議長に佐藤一郎議員、副議長に髙橋孝雄
議員が選出されました。また、監査委員には花井茂議員
が任命されています。

飯舘村議会議員一般選挙で選出された
新議員の皆さんを紹介します。

議　長　 佐藤 一郎

副議長　 髙橋 孝雄　 

議会運営委員会
委  員  長　菅野 新一
副委員長　佐藤 健太
　　　　　髙橋 孝雄
　　　　　佐藤 眞弘

産業厚生常任委員会
委  員  長　佐藤 眞弘
副委員長　飯畑 秀夫
　　　　　佐藤 一郎
　　　　　渡邊 　計
　　　　　横山 秀人

総務文教常任委員会
委  員  長　佐藤 健太  
副委員長　花井     茂
　　　　　髙橋 孝雄
　　　　　佐藤 八郎
　　　　　菅野 新一

監査委員　
花井 　茂

議 

会 

構 

成
　

令
和
３
年
10
月
５
日
決
定
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学びの広場

村の人から学ぶ味噌づくり 9/29

までいの里のこども園いいたて希望の里学園

村長との対話 10/８

共に７年生の活動です。左は村民
に味噌の仕込みを教わる家庭科の
授業。村役場では、杉岡村長と、ワ
クワクを育むふるさとについて語り
合いました。多くの人と触れ合い学
びを深めています。

運動発表会 えがお  かがやけ  までリンピック

わかば組（０歳児）
『アンパンマン号でしゅっぱ〜つ！』　

つぼみ組（１歳児）
『がんばれ がんばれ ちびっこ選手』

はな組（２歳児）
『笑顔でGO！ちびっこアスリートたち』

たいよう組（３歳児）
『えがお かがやけ かけっこ競争』

つき組（４歳児）
『ダンス「ぽよよん選手団」』　

そら組（５歳児）『までリンピック表彰式』
輝く金メダルをもらいました　

９年生の修学旅行 10/13〜15

オンライン 英語交流 10/４

９年生が修学旅行で岩手県・宮城県へ。東日本大震災の津波被災地では、現地の方の話を聞き、それぞ
れの地域の復興の様子や課題を実感。また、牧場や海では自然を満喫し、ミュージアムの見学や工芸体
験なども行いました。（右・北山崎断崖クルーズ（田野畑村）／左・中尊寺金色堂（平泉町） 共に岩手県）

後期課程の生徒が、タブレットを使って、カナダの同世代とオンライン英語交流。今まで学習した英
単語を駆使し、さらにはジェスチャーも交えて、ドキドキのコミュニケーションを楽しみました。会話
に出てきた単語をタブレットで検索し写真を加えて説明するなど、「伝える力」も磨いていました。

　10月16日、までいの里のこども園の運動発表会が行われました。新型コロナ感染症対策のため、３歳
未満児と３歳以上児で、時間を分けて保護者の入れ替えを行いました。
　今年のテーマは『えがお かがやけ までリンピック 2021』。テーマのとおり、園児達の笑顔が会場中に
あふれる運動発表会となりました。保護者と先生達が優しいまなざしで見守る中、走って、踊って、応援
して、すべてに全力で取り組む園児の姿がありました。運動発表会の最後には、頑張った園児全員に
金メダルが手渡され、大きくあたたかい拍手が送られました。

令和３年11月号 20令和３年11月号21



ほけんとふくし

問  健康福祉課健康係（いちばん館内）☎0244-42-1637

ワクチンの接種状況について

※国のシステムに入力された接種記録について集計した10月21日現在の速報値です。

村民全体の接種率
接種対象者（12歳以上）
 （対象4,718人）

２回接種済
75.8％

１回接種済
83.3％

農業委員会から

あなたのお口は健口ですか？ 〈第１回〉 全３回

歯磨きや入れ歯のお手入れは毎食後しているでしょうか。
お口の健康は、全身の健康、生活の質も高めます。
今回はお口の健康と誤嚥性肺炎についてです。

　新型コロナワクチンの接種が進み、村民全体でも10月21日時点で75.8％の方が２回目の接種を完
了しています。一方、２回目のワクチン接種から２週間が経過したにもかかわらず感染する「ブレイク
スルー感染」の報告も全国で相次いでいます。ワクチン接種は、感染や重症化のリスクを低減します
が、接種後も「マスク着用・手洗い・うがい」といった感染対策は、しっかりと継続しましょう。

新型コロナワクチンの接種が進んでいます 感染症対策は続けましょう
！

お口の健康と誤嚥性肺炎について

● 誤嚥性肺炎とは
　喉の奥では、息をする為の管と、食べ物が通る管の２本に分かれています。誤嚥性肺
炎とは食べ物や唾液と一緒に細菌が息をする為の管に入ってしまい、肺で炎症を起こし
てしまった状態です。

● お口の中を綺麗にしておきましょう
　歯磨きや入れ歯のお手入れは、食事の度にしましょう。
　歯磨きが難しい時は、うがいだけでも行いましょう。

● お口の健康と誤嚥性肺炎
　お口の中が綺麗になっていないという事は、細菌も
たくさんいるという事です。歯磨きや入れ歯のお手入
れをしないと、お口の中が細菌でいっぱいになり、誤嚥
性肺炎も引き起こしやすいという事になります。
　特にご高齢の方の肺炎は、その殆どが誤嚥性肺炎に
よるものと言われています。ご高齢の方にとって肺炎は
死亡に繋がりかねない怖い病気です。
　グラフにある様に、歯磨きや入れ歯のお手入れで肺
炎は予防する事ができます。

けん こう

（％）

■口腔ケアで老人の肺炎予防

 20

 

 10

   0

19%

11%

２
年
間
の
肺
炎
発
生
率

      口腔ケアを
実施しなかった
            人たち

 口腔ケアを
   実施した
     人たち

※財団法人8020
　推進財団HPより

農業委員会からのお知らせ  〈 農地転用 〉について

農地または採草放牧地（原野）の売買・贈与・貸し借り等には
（農地法第3条の）許可が必要です。

　農地（田・畑）または採草放牧地（原野）の所有権移転（売買、贈与など）、賃借権設定、そ
の他の使用貸借などを行う場合には、農地法第3条の規定により、農業委員会の許可を受
ける必要があります。詳細は農業委員会に事前にご相談ください。

農地転用には（農地法第4条または第5条の）許可が必要です。
　「農地法第４条」とは、農地の所有者が自ら農地を農地以外（宅地など）にする場合です。

「農地法第５条」とは、農地を農地以外（宅地など）にする目的で売買したり、貸し借りす
る場合です。

農地転用とは何のこと？
農地（田・畑）または採草放牧地（原野）を住宅や太
陽光発電設備・事務所・駐車場・資材置場など農地
以外のものにすることをいいます。工事などで一時
的に農地を資材置場や残土捨場として使用する際
も農地転用の許可が必要になります。

転用の許可を受けるには？
農業委員会へ申請書の提出が必要です。農業委員
会で内容を審議後、意見書を付して県へ進達し、県
知事が許可をすることになります。
また、その農地が農振農用地区域（農振地域）の場
合は、あらかじめ農振農用地区域（農振地域）から
除外（農振除外）をしておく必要があります。

許可なく転用したら？
無断で転用した場合には、農地法違反となり、工事
の中止や原状回復などを命ぜられることがありま
す。これに従わない場合には、罰則として３年以下
の懲役または、300万円以下の罰金が科せられる場
合があります。

■ 上記の許可を得ただけでは、土地の所有権移転や地目変更、分筆の登記はされません。

■ 許可を受けたまま登記をしないで放置しておくと、後 ト々ラブルの原因にもなります。

■ 自己の権利を守るためにも、早めに登記を行うようにしましょう。

許可を受けたら

問  飯舘村農業委員会 ☎0244-42-1621（産業振興課農政第一係内）

ご   えん せい はい えん
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いいたて便り

水道・農排水事業の審議会が
村へ答申
　『第８次飯舘村水道事業運営審議会・飯舘村農業
集落排水事業運営審議会』が、10月１日、村へ答申を
しました。同審議会は、水道使用料及び水道メーター
使用料、農業集落排水処理施設使用料の見直しに
ついて村から諮問を受け、検討を行ってきました。
　この日は、同審議会の大越憲一会長（深谷）と長
谷川圭子副会長（宮内）が役場を訪れ、杉岡村長に
答申書を手渡しました。今回の答申では、現在のメー
ター使用料とメーター器交換費用に差異が生じてお
り、整合を図る必要があるとしています。

市町村対抗ソフトボール大会
雨の中の激闘となった１回戦
　第８回市町村対抗福島県ソフトボール大会が
開幕。飯舘村チーム（星貴弘監督／上飯樋）は、
10月16日、相馬光陽ソフトボール場で１回戦に臨
みました。
　１回戦は下郷町チームとの対戦。降雨によりグ
ラウンドが泥水に覆われる厳しいコンディションで
の試合となりました。相手チームの投手の好投に
も苦しめられ、本領を発揮できず13対０の悔しい
敗戦を喫しました。この経験が来年の活躍につな
がることを期待しています。おつかれさまでした。

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載
しています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画係までご連絡ください。

「飯舘村ライスセンター」で
村内産米の検査を初実施
　春に開所した「飯舘村ライスセンター」で、9月30日、
村内産米としては初めて「あぶくまもち」の検査が行
われ、関係者がその様子を見守りました。検査に合格
したこのもち米は、加工品の試作に用いられます。
　飯舘村産の米は食用米・飼料用米共に、全量全袋
検査で基準値未満を確認し出荷しています。この秋ラ
イスセンターで検査を受ける村内産米は、食用米・約
105ｔ、飼料用米・約730ｔ。三瓶産業振興課長は「被災
地の復興が進んでいることを実感しながら、おいしく召
し上がっていただきたい」と笑顔を見せました。

きこり・あいの沢の再生へ
プロジェクトチームが発足
　10月６日、第１回『きこり・あいの沢プロジェクトチー
ム会議』が、村役場の会議室で開かれました。
　『村民の森あいの沢』の施設は、東日本大震災
や全村避難の影響などで損傷が進み、キャンプ
場の施設などが解体され、震災前の機能が失わ
れています。
　この会議では、村の重要な観光資源でもあるこ
れらの活用を進めるために、きこり及びあいの沢
の現状を見直し、必要な改修などを検討していき
ます。

初秋のはやま湖畔で
ウォーキング交流会を開催
　10月10日、「令和３年度ウォーキング交流会」
が開催されました。飯舘村教育委員会・いいたて
スポーツクラブ・飯舘村公民館の主催です。会場
は、大倉地区のはやま湖を望む10㎞コースと８㎞
コースで、17人の参加者が、体力に合わせてコー
スを選び、それぞれのペースで歩きました。申し込
んだグループごとに距離を取って昼食をとるなど、
協力して感染症対策も行いました。見る場所に
よって変化する湖畔の風景を、ゆったりと楽しむこ
とができました。

飯舘村消防団　秋季検閲式
決意を新たに村を守り続けます
　10月10日、南相馬消防署飯舘分署前で、飯舘
村消防団の秋季検閲式が行われました。式には、
団員・女性消防隊・役場消防隊ら合わせて92人
が出席し、緊張感が漂う中、来賓を前に検閲に臨
みました。
　今年１月からの火災発生状況は１件のみです。
赤石澤傳団長（飯樋町）は、「日々の健康管理に
努めながら、災害を過去のものとせず、団全員が
生きがいをもって業務にあたってほしい」と、消防
活動への思いを団員に呼びかけました。

検閲官を務めた杉岡村長は「服装・装備品がよく
整い機敏に活動ができていた」と講評しました

杉岡村長、生産者の青田豊実さん（前田）ら多くの
関係者が、村内産米の初の検査に立ち会いました

大越会長（右端）と長谷川副会長（左端）が役場を
訪れ、杉岡村長に答申書を手渡しました

飯舘村振興公社や村の関係部署の職員が今後のよ
りよい活用に向けて改修等の方針を話し合います

木々が色づき始めた湖畔の道を元気に歩きまし
た。さわやかな晴天にも恵まれ景色も満喫

雨の中の厳しい試合の後も、このさわやかな笑
顔。チームワーク抜群の明るいチームです

令和３年11月号 24令和３年11月号25



身近な話題を
お寄せください
☎0244-42-1613
村づくり推進課企画係

問 

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」

　

  

☎ 

0
2
4
4
（
４
２
）
0
0
7
2

話題のパレット

「飯舘村男女共同参画計画」第１回策定
委員会（佐藤修治委員長／前田）が、９月
16日に交流センター「ふれ愛館」で開かれ
ました。この日は有識者を交えてグループ
討議を行い、共通理解を深めながら、計画
策定の進め方などを話し合いました。

　10月２日、「飯舘村婦人会」（長谷川花子会長
／前田）が美化活動を行いました。当日は1７人が
参加し、臼石地区から飯舘村役場までの区間で、
空き缶やゴミをていねいに拾い集めました。「前回
よりゴミが減っていてうれしい」との声も。地域のた
めの活動を継続いただき、ありがとうございます。

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

き
か
ら
両
親
を
呼
び
寄
せ
て
、平

成
３
年
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、飯
舘
牛

の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
ま
り
、さ
あ

こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
起
き
た
の

で
す
。そ
し
て
、原
発
事
故
。酪

農
家
は
毎
日
搾
乳
し
、そ
の
牛

乳
を
廃
棄
し
て
牛
舎
の
掃
除
を

続
け
ま
し
た
。全
村
避
難
と
な

り
、和
牛
も
売
却
か
移
転
再
開

か
の
二
者
択一に
置
か
れ
ま
し
た
。

「
先
生
な
ら
俺
達
の
気
持
ち
分

か
っ
て
く
れ
っぺ
」。涙
で
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
に
な
り
な
が
ら
言
わ
れ

　
獣
医
師
と
し
て
、福
島
県
農
業

共
済
組
合・浜
通
り
家
畜
診
療
所

に
赴
任
し
た
の
は
昭
和
58
年
の
こ

と
で
す
。畜
産
農
家
の
後
継
者
に

同
学
年
の
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、

や
が
て
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い

に
な
り
ま
し
た
。和
牛
改
良
組

合
の
取
り
組
み
、草
野
肥
育
セ
ン

タ
ー
の
E
T（
受
精
卵
移
植
）の

取
り
組
み
な
ど
も
同
世
代
が
引
っ

張
って
い
ま
し
た
。面
白
か
っ
た
で

す
ね
。こ
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
叶

え
ら
れ
る
夢
が
あ
り
ま
し
た
。私

は
臼
石
地
区
に
家
を
建
て
、い
わ

連載「はなれていても」 　故郷を離れて暮らす村民のそれぞれの言葉に耳を傾けます

は
な
れ
て
い
て
も

「
飯
舘
村
男
女
共
同
参
画
計
画
」策
定
へ

第
１
回
策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

平
野 

康
幸 

さ
ん 

（
臼 

石
）
福
島
県
福
島
市
在
住

ま
し
た
。私
は
避
難
す
る
牛
の

積
み
込
み
を
手
伝
い
、同
行
し
、

村
に
残
っ
て
診
療
を
続
け
ま
し

た
。給
油
制
限
が
あ
る
中
で
、獣

医
師
が
い
な
く
な
っ
た
沿
岸
部
に

も
行
き
ま
し
た
。そ
し
て
最
後

に
、人
々
と
再
会
を
誓
って
、村
を

離
れ
た
の
で
す
。

　
私
も
ま
た
仕
事
が
ブ
ツ
ン
と
切

れ
ま
し
た
。人
生
を
断
ち
切
ら
れ

た
よ
う
な
感
覚
で
し
た
ね
。

　
そ
の
後
、帰
還
困
難
区
域
で
野

生
化
し
た
牛
の
内
部
被
曝
検
査

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、私
に

声
が
か
か
り
ま
し
た
。学
術
調
査

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。浪
江
町
に

通
い
、検
体
を
現
地
で
解
剖
し
、

分
析
し
た
ら
元
の
場
所
に
戻
す
と

い
う
作
業
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

牛
舎
で
死
亡
し
た
ま
ま
の
家
畜

も
い
て
、言
葉
に
な
ら
な
い
光
景

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
現
在
、村
内
で
は
２
軒
の
畜
産

農
家
で
診
療
に
関
わって
い
ま
す
。

避
難
先
で
畜
産
を
続
け
て
い
る
人

も
含
め
て
、若
い
後
継
者
の
こ
れ

か
ら
の
挑
戦
に
期
待
を
し
て
い
ま

す
。特
質
の
あ
る
、新
し
い
飯
舘

牛
を
つ
く
って
ほ
し
い
で
す
ね
。

飯舘村婦人会が奉仕活動

　10月18日、新宿調理師専門学校（東京都）の
上神田梅雄校長が来庁。同校の生徒が村民の
ために手作りした無添加の味噌とその味噌を
使ったパウンドケーキ100セットを届けてください
ました。同校の支援活動は６年連続です。心のこ
もった贈り物は、飯舘村社会福祉協議会を通じ
て、サポートセンター「つながっぺ」の利用者など
にお渡しし、想いと共に味わっていただきました。

　５年目を迎える『いいた
てネットワーク』の村民交流
事業。今年の初回は、佐藤
美喜子さん（写真中央／

一閑張りで村民交流事業

　10月16日、宮内行政区の老人会・婦人会・お茶会
の３団体のメンバーが、合同で環境美化活動を行
いました。当日は雨が降る中、村内外から約20人が
集まり、４〜５人のグループに分かれて行政区内一
円を清掃。団体の枠を超えて活動したことは今回
が初めてで、楽しく充実した時間を過ごしました。

10月８日、「子ども読書活動推進計画」第１
回策定委員会が、交流センター「ふれ愛
館」で開かれました。この委員会で、平成
26年策定の計画を見直します。委員となっ
た村民・教職員・村職員らが熱く意見を交
わしました。次回は12月開催の予定です。

「
飯
舘
村
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を

策
定
す
る
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た

妻の正子さんと

宮内行政区３団体で美化活動

新宿調理師専門学校の贈り物

関根・松塚）を講師に一閑張りのカゴづくりを楽し
みました。代表の横山秀人さん（前田・八和木）は

「交流事業は広報いいたてお知らせ版でご案内
していきます。ご興味があれば、ぜひ一緒に楽し
みましょう ！」と広く参加を呼びかけています。

みんなの作品展で展示
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おしらせ

飯
舘
村
が「
メ
ル
カ
リ
寄
附
」の
対
象
に

治
体
や
慈
善
団
体
に
贈
る『
メ
ル
カ
リ
寄

附
』の
対
象
に
、飯
舘
村
が
登
録
さ
れ
ま
し

た
。村
は
こ
の
寄
附
を
、飯
舘
牛
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。登
録
日
の
10
月
１
日
に
は
、杉
岡
村
長

が
、『
メ
ル
カ
リ
』の
関
係
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

会
談
し
、「
飯
舘
牛
は
村
の
誇
り
。ブ
ラ
ン
ド

の
再
生・新
生
に
向
け
連
携
し
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
伝
え
ま
し
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
リ『
メ
ル
カ
リ
』

の
利
用
者
が
、売
上
金
の一
部
を
自

宝
く
じ
助
成
金
で
備
品
購
入

コ
ン
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成

事
業
と
は
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

八
木
沢・芦
原
行
政
区
で
は
、宝
く
じ
の
助

成
事
業
を
活
用
し
、テ
ー
ブ
ル・椅
子・パ
ソ

令和３年11月号 28
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入札日／９月30日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

選挙システム（衆議院議員選挙）運用支援業務 1,100,000円 ㈱福島県中央計算センター 令和４年
３月下旬

旧臼石小学校低圧電気工事 1,650,000円 ㈱カネコ林でんきや 令和３年
11 月下旬

飯舘村移動通信用鉄塔施設ＫＤＤＩ用通信設備
設計監理業務（前田地区） 3,520,000円 ㈱オオバ　福島支店 令和４年

３月下旬

地デジ再送信サーバ用ＵＰＳ機器更新 2,255,000円 ㈱ＮＴＴファシリティーズ　
福島支店

令和４年
３月下旬

ふかや風の子広場暗渠排水工事 3,080,000円 関場建設㈱ 令和４年
３月下旬

小滝大倉線災害復旧工事用道路用地測量調査業務委託 2,915,000円 ㈲大内測量設計事務所 令和４年
３月下旬

小滝大倉線道路災害復旧工事 620,400,000円 後藤建設工業㈱ 令和４年
３月下旬

飯樋久保曽線道路法面補修工事 1,980,000円 後藤建設工業㈱ 令和３年
12 月下旬

妻ノ橋沼ノ江１号橋修繕工事 18,205,000円 濱田建設工業㈱ 令和４年
３月下旬

農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
測量設計業務委託（飯樋字久保曽地内） 25,960,000円 ㈱東コンサルタント

相双事業所
令和４年
３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用用排水路施設等補修工事（須萱第２ため池外） 7,865,000円 ㈲福相建設 令和４年

３月下旬
農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
農業基盤整備工事（水路工）伊丹沢地区　第４回工事 44,935,000円 ㈱東栄 令和４年

３月下旬
農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
農業基盤整備工事（水路工）小宮地区　第２回工事 44,330,000円 ㈲福相建設 令和４年

３月下旬
農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
農業基盤整備工事（水路工）前田・八和木地区　第５回工事 43,450,000円 ㈲福相建設 令和４年

３月下旬
農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
農業基盤整備工事（水路工）大久保・外内地区　第４回工事 46,970,000円 ㈱東栄 令和４年

３月下旬
農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）
農業基盤整備工事（水路工）二枚橋・須萱地区　第５回工事 48,730,000円 濱田建設工業㈱ 令和４年

３月下旬

林道舗装工事　二枚橋線　第１回工事 35,310,000円 ㈲渡建工業 令和４年
３月下旬

学校施設空調設備保守点検業務 3,850,000円 文化設備工業㈱ 令和４年
３月下旬

入札日／ 10月22日（単位：円）
事業再開帰還促進事業
「いいたて冬まつり」イベント業務委託 2,970,000円 飯舘村商工会 令和４年

２月下旬

もりの駅まごころ内部修繕工事 10,780,000円 ㈱古俣工務店　川俣支店 令和４年
２月下旬

有害鳥獣減容化施設地質調査業務 3,520,000円 庄建技術㈱ 令和４年
３月下旬

有害鳥獣減容化施設測量業務 2,420,000円 ㈲大内測量設計事務所 令和４年
３月下旬

有害鳥獣減容化施設建設設計業務 5,170,000円 ㈲桂建築設計事務所 令和４年
３月下旬

入札結果をお知らせします おしらせ

１
日	•

第
８
次
飯
舘
村
水
道
事
業
運
営
審
議
会
な
ら
び
に

飯
舘
村
農
業
集
落
排
水
事
業
運
営
審
議
会
・
答
申
（
村
役
場
）

３
日	•

長
泥
地
区
ほ
場
整
備
事
業
権
利
者
説
明
会
（
福
島
県
青
少
年
館
）

	
•

帰
還
困
難
区
域
解
除
方
針
に
か
か
る
説
明
会
（
福
島
県
青
少
年
会
館
）

	
•

粗
大
ゴ
ミ
受
入
（
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

4
日	•

第
51
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
（
村
役
場
）

５
日	•

飯
舘
村
議
会
第
６
回
臨
時
会
（
村
役
場
）

６
日	•

第
１
回
き
こ
り
・
あ
い
の
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
村
役
場
）

８
日	•

村
長
と
７
年
生
の
懇
談
会
（
村
役
場
）

	
•

「
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
」
前
期
課
程　

稲
刈
り
体
験
（
二
枚
橋
地
区
）

９
日	•

飯
舘
村
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
第
１
回
策
定
委
員
会

（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

10
日	•

飯
舘
村
消
防
団　

秋
季
検
閲
式
（
消
防
飯
舘
分
署
駐
車
場
）

16
日	•

「
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
」
運
動
発
表
会
（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
体
育
館
）

	
•

第
８
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
１
回
戦　

対
下
郷
町
戦

（
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

18
日	•

第
52
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
（
村
役
場
）

20
日	•

令
和
３
年
度
第
３
回
行
政
区
長
会
議
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

	
•

西
銘
恒
三
郎
復
興
大
臣　

来
庁
（
村
役
場
）

20
～
27
日•

い
い
た
て
む
ら　

み
ん
な
の
作
品
展

（
飯
舘
村
防
災
セ
ン
タ
ー
／
旧
飯
樋
小
学
校
）

20
～
30
日•

第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

期
日
前
投
票
（
村
役
場
）

21
日	•

再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
に
関
す
る
研
修
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

22
日	•

４
か
月
・
10
か
月
・
１
歳
６
か
月
健
診
（
い
ち
ば
ん
館
）

23
日	•

特
別
展
示
「
疫
病
退
散
！
村
を
護
る
オ
オ
カ
ミ
た
ち
」

石
黒
伸
一
朗
さ
ん
特
別
講
演
（
飯
舘
村
防
災
セ
ン
タ
ー
／
旧
飯
樋
小
学
校
）

25
日	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
）

26
日	•

第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

期
日
前
投
票
（
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬
）

27
日	•

あ
ぶ
く
ま
も
ち
求
評
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

29
日	•

２
歳
６
か
月
児
歯
科
検
診
（
い
ち
ば
ん
館
）

30
日	•
第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

期
日
前
投
票（

と
う
ほ
う
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
）

	
•

「
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
」
い
い
た
て
っ
子
発
表
会
「
赤
蜻
祭
」

（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
体
育
館
）

31
日	•

第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙　

投
開
票
（
投
票
…
村
役
場
・
と
う
ほ
う
み
ん
な
の

文
化
セ
ン
タ
ー
／
開
票
…
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

10
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と
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誕生おめでとう
赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

細　山　須
す

　晴
ばる

 くん 巳幸・百合奈 飯樋町

すくすくと元気に育ってね

地域おこし協力隊
いいたてDIARY

ダイアリー

今月のライター

松尾 洋輝 さん
飯舘村地域おこし協力隊

　皆さん、お久しぶりです！松尾洋輝で
す！
早いもので、飯舘村に来てもうすぐ１年
になります。
  最近は､「新施設紹介動画」やカフェ開
業の準備や宿泊施設の準備など、村民の
方や先輩方に助けてもらいながら活動し
ていました。
　ほんと感謝です！！
　そして、新たに、僕の日々の活動を短
編動画で発信していけるようにもなりま
したので、ぜひ動画もチェックしてみて
ください！
　YouTubeで「エスペロTV」を検索！
　日々の生活や普段の活動など、皆さん
に届くよう発信頑張りますので、応援し
ていただけると嬉しいです。
　これからもよろしくお願いいたします！

おいしい飯舘 ！ までいの食卓
生産者の皆さんにおいしい食べ方を聞いてみよう！  エゴマの巻

「
い
い
た
て
結
い
農
園
」
の

仲
間
と
エ
ゴ
マ
の
栽
培
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

エゴマは道の駅 で

   購入できます

おもちやうどんに

（ 別名ジュウネン）

パチパチいうまで中火で
炒って、すり鉢ですり、と
ろみが出たら、味噌と砂糖
を加えさらにすり混ぜま
す。醤油やみりんで味を整
えればできあがり。

ジュウネン味噌

赤石澤キサさん
（大久保・外内）

手軽においしく！

三浦タツ子さん
（臼石）

２
地
域
居
住
で
家
庭
菜
園
。

エ
ゴ
マ
は
村
で
つ
く
る
方

が
断
然
美
味
し
い
そ
う
。

エゴマドレッシング

凍み餅にも…絶品です！

ミキサーに、炒ったエゴ
マ、砂糖、醤油、お湯を
入れてスイッチオン！な
めらかになればでき上が
り。清潔な容器で冷蔵保
存すると日持ちします。

おひたしやサラダや温野菜に

おはぎも人気！

令和３年11月号 30

お く や み

ご冥福をお祈り申し上げます

氏　　　名 年齢 行 政 区

高　倉　カネ子 94 関沢

伊　藤　トキ子 89 前田・八和木

愛　澤　ハツノ 100 大久保・外内

佐　藤　由　美 43 二枚橋・須萱

（令和３年９月 30 日現在）
ひとのうごき

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 2521 人	（－13）
女	 2513 人	（－15）
計	 5034 人	（－28）

世帯数	 1813 戸	 （－8）

９月１日～ 30日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 １人
転出	 25 人
出生	 ２人
死亡	 ６人

（住民基本台帳人口）

（９月21日から10月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

齋藤英雄さん（大久保・外内）

臼石地区の畑一面にオクラの花。大ぶりの美し
い花です。聞けば何と工業用のオクラを育てて
いるそう。オクラを原料に清掃用品を開発する
会社に協力して栽培しているそうです。

伊達市で農業法人を経営して
いて一昨年に移住しました。
オクラは昨年は４回収穫でき
ましたが、今年は２回でした
ね。場所を変えて広げていけ
たらと思っています。

お気に入りの景色、ふるさとを感じるモノ、自分が打ち込んでいるコトなど、あなたの
「推し」を教えてください。

掲載についてお問い合わせは村づくり推進課企画係
☎0244-42-1613までお気軽に。

〈ふるさと資源〉 発掘図鑑

大久保金一さん（小宮）

大久保金一さんがコツコツとつくり続ける「マ
キバノハナゾノ」でコルチカムが満開を迎えて
いました。一面に広がった薄紫色の花のじゅう
たん…幻想的な風景でした。

今年もすでに多くの人が観に
来てくれていて、うれしい限
りです。球根の上下から芽が
出る花はこのコルチカムだ
け。咲き具合は昨年と同じく
らいで数千本咲いています。
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先
月
末
で
、
村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
丸
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
景
色
は
も
と
よ
り
田
の
畔
や
村
を
彩
る
花
木
に
も
、
皆
さ
ま
の
息
遣
い
・
想
い
を
感
じ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
お
し
さ
を
深
め
る
日
々
で
し

た
。
10
月
末
に
設
立
し
た
「
わ
く
わ
く
推
進
協
議
会
」。
お
一
人
お
一
人
の
わ
く
わ
く
を
具
現
化
し
て
「
明
日
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
い
ふ
る
さ
と
」
を
形
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
岡
村
長
）




